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60

や名所をまとめた全60巻の文書。

島津重豪像
（鹿児島県歴史資料センター黎明館寄託
  玉里島津家蔵）島津斉彬銀板写真（尚古集成館蔵）

1
9
4
9（
昭
和
24
）年
の
学
制
改
革
に
よ
り
、鹿
児
島
大
学
が
誕
生
し
て
か
ら
60
年
。鹿
大
は
大
学
憲
章
に

お
い
て「
進
取
の
気
風
」に
あ
ふ
れ
る
学
生
を
育
成
す
る
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
し
て
き
た
。そ
の
60
年
間
の

歴
史
の
中
で
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
分
野
に
お
い
て
、斬
新
で
果
敢
な
取
り
組
み
を
数
多
く
進
め
て
い
る
。

今
回
の
特
集
で
は
鹿
大
の
60
年
の
歴
史
と
と
も
に
、鹿
大
の
源
流
と
い
え
る
藩
学「
造
士
館
」や「
医
学
院
」、

ま
た
、新
制
大
学
・
鹿
大
の
前
身
と
な
っ
た「
第
七
高
等
学
校
造
士
館
」、鹿
児
島
県
内
の
高
等
教
育
機
関
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
鹿
大
の「
進
取
の
気
風
」の
源
流
を
見
つ
め
直
し
、未
来
へ
向
け
て
の
新
た
な
指
針
を
探
る
。
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『三国名勝図絵』は、島津家27代島津斉興（10代藩主）が編纂を命じ、薩摩藩領内の地誌　

第七高等学校造士館跡

七高造士館全景
（鹿児島大学中央図書館蔵
『七高出てから三十年』より転載）
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大正四年十月開校第十四回紀年祭歌
「北辰斜に」歌碑と七高生久遠の像
（黎明館敷地内）

数学の授業風景（鹿児島大学中央図書館蔵
『七高ーわがふるさとー』より転載）

医学院跡（鹿児島市照国町）

ウィリアム・ウィリス
（鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵）
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七高寮生日誌
（鹿児島県歴史資料セ
ンター黎明館蔵）

昭和17年度第三学期
のもの。卒業間際の心
境が綴られている

七高生のレポート
（鹿児島県歴史資料セ
ンター黎明館蔵）

「海国兵談」「西洋紀聞」
について書かれている

診察録
（鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵）

ウィリスの診察録と思われるものの写し。
患者名と処方した薬が書かれている
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玉利喜造像（朝倉文夫制作）。
台座には第二次世界大戦時の弾痕が残る

鹿児島師範学校（鹿児島市武町）

鹿児島高等農林学校講堂

授業風景

鹿児島大学総合研究博物館常設展示室は鹿
高農の図書館書庫として昭和3（1928）年に建
設。当時の建物として現在まで残る唯一の建
物で国の登録有形文化財に登録されている

鹿児島水産専門学校 工専時代の化学工業科実験室（昭和22年頃）
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5月6月8月3月11月3月10月3月4月7月2月2月11月6月11月4月 4月

　1948年1月、国立鹿児島総合大学設立準
備委員会の発足時から、県立医科大学およ
び工業専門学校（1949年6月：鹿児島県立大
学医学部・工学部）も同時に移管されること
が要望されていたが、実現しなかった。その
後も移管に対する運動は継続して行われ、
1953年8月から文部省への折衝が本格化、
文部省は1954年度から国立移管に向けて
の予算を大蔵省に要求することを省議決定
するに至り、1955年7月国立学校設置法の一
部改正により、医学部と工学部の設置が確
定した。

　ベビーブームによる受験生急増を受け、
1963年文部省は総合大学に各学部共通の
一般教育を行う教養部を置く方針に急転。文
理学部は、全国に先駆けて1965年4月文理
改組を実現、法文学部（法学科、経済学科、文
学科）、理学部（数学科、物理学科、化学科、地
学科、共通学科（生物））、教養部としてスター
トした。
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1994 6 10

 

＜南日本新聞　昭和24年7月15日＞
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　第七高等学校、鹿児島師範学校、鹿児島
青年師範学校、鹿児島農林専門学校、鹿児
島水産専門学校の5つの官立高専校を母体
に新制国立大学として全国79校の4年制大
学のひとつとして設置された。
　また、設立にあたって要する臨時施設費1
億3,792万円を4カ年計画で負担することと
なり、戦後の混乱期でありながら、県費およ
び市町村の拠出、県内外財界・一般と本学職
員の寄附金をもって充当した。
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　60年代末から70年
代はじめにかけて全国
で繰り広げられた大学
紛争。鹿大でも68年5
月の旧文理校舎の取り
壊し問題を契機に始ま
る。69年9月には大学
法への適用拒否の具
体化と学生会館（現大
学会館）の管理を巡っ
て大学側と対立した全
学共闘会議（全共闘）
が本部封鎖（2カ月に
わたる）。翌年2月に
は、大食堂の開設等を
巡り全共闘の学生が
中村末男学長代行の
自宅に押しかけ学生会館に軟禁、ついに初の機動隊導入

により学長代行を解
放。その後全共闘が3
ヶ月のバリケードスト
ライキに入るなど、数
回にわたって機動隊
による事態打開が図
られた。

1968 71 43 46

＜写真：南日本新聞社提供＞

＜写真：南日本新聞社提供＞

　創立50周年を記念して学章を制定す
るにあたり、公募による494点の中から最
優秀賞作品として選ばれたのが現在の学
章。鹿大のアルファベットの頭文字の「K」
を、飛翔する「鳳（おおとり）」の形にデザ
インし、輝く鹿大のキャンパス
を巣立つ卒業生が世界の舞
台を翔ようとしている姿をシ
ンボル化したものである。

1999 11 11

　医学部には当初から歯科口
腔外科学講座があったが、1972
年、鹿児島・宮崎・沖縄３県の歯
科医師会を中心に「鹿児島大学
歯学部設置期成同盟会」が結成
されて歯学部設置の運動が本
格化。歯学部は1977年10月1日
開学部、翌78年、志願者1350名、
受験者812名の中から80名の合
格者を決定、第1回の学生を受
け入れた。

1977 52

　医学部入学定員の急増、それ
に伴う施設拡充のためには、山
下町キャンパスは狭隘となった
ため、医学部及び附属病院は、
宇宿町（現桜ヶ丘8丁目）へ新築
移転され、1974年9月より教育、
研究、診療、全ての活動が開始さ
れた。

1974 49

　1992年7月「大学設置基準の一部を改正す
る省令」いわゆる「設置基準の大綱化」が施行
された。この「設置基準の大綱化」を機に大学
改革が本格化し、4年（または6年）一貫教育を
めざすカリキュラムの実施や教養部の廃止を
核とした、全学部にわたる改組が行われた。4
年間にもわたる重苦しい審議の結果、1997年
3月31日をもって教養部が廃止され、翌4月1日
に共通教育委員会が発足し、新しい教育体制
がスタートした。なお、2003年10月には教育
センターを設置、体制が引き継がれた。

1997 9 3 31

1996 8 12
5 1

11

60

2003 15 3



60

2
0
0
4（
平
成
16
）年
の
国
立
大
学
法
人
化
を
機
に
、鹿

児
島
大
学
で
は
教
育
や
研
究
、社
会
貢
献
の
分
野
に
お
い

て
数
多
く
の
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。法
人
化
後

の「
進
取
の
気
風
」に
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　現在、海外を舞台にした学生の研修プログラムが
行われている。「シリコンバレーセミナー」は大学院生
が米シリコンバレーで約1週間、ビジネスやハイテク
産業、異文化について学ぶ。帰国後の学生生活や研
究活動に熱意をもって取り組む人材の育成を目指し
ている。共通教育科目「国際協力農業体験講座」はタ
イもしくはミャンマーで10日間、国際協力に従事する
日本人や現地の人々との交流、農作業体験などを体
験。国際協力の現場を肌で感じ、真の国際協力の意
味を理解することを目的としている。

　2007年4月に設置された同センターでは、2007年度～
2011年度までの5年間、文科省からの支援を受け、鹿大の離
島・へき地での医療実習のノウハウを活かし、離島へき地医
療に貢献する人材を育成している。全国の医学部生・大学院
生、現役の医師が対象で、各々のニーズに合わせた研修プロ
グラムを提供している。

　法人化以後、質の高い教育を目指す鹿大の取り組
みが評価されている。主なものとして水産学部の
「ISOを活用した教育システムの展開」が「特色ある大
学教育支援プログラム」（現代GP）に、法文学部の「地
域マスコミと連携した総合的キャリア教育」が「現代
的教育ニーズ取組支援プログラム」（現代GP）に、教育
センターの「鹿児島の中に世界をみる教養科目群の
構築」が「特色ある大学教育支援プログラム」（現代
GP）に、鹿大ほか県内12大学等が参加する「鹿児島は
ひとつのキャンパス」が「戦略的大学連携支援事業」
（現代GP）に採択された。GPは「Good Practice」＝「優
れた取組」の意味で、全国の大学から文科省が「優れ
た取組」を選び、支援するものである。

GP

GP

　2008年9月に設置された同センターは最先
端科学技術のメッカとされる米国サンフラン
シスコ・ベイエリア地区にあり、鹿大の北米地
域における教育・研究・社会貢献活動を推進す
る役割を担う。センター長はベイエリア地区に
あるピクセラ・コーポレーションの経営者で、
工学部OBでもある井手祐二氏。「シリコンバレ
ーセミナー」や「日米未来フォーラム」「国際技
術移転フォーラム」などを実施。今後も新たな
取り組み計画しており、鹿大の国際活動の拠点
としてますます重要な存在となっている。

　法科大学院（大学院司法政策研究科法曹実務専攻）は、法
曹養成のための教育を行う専門職大学院として2004年4月
に開講した。司法の在り方を構想・実現できる活動的な法
曹を養成すること、地域社会における法の役割の拡大に対
応することを目的としている。
　2007年4月に設置された大学院臨床心理学研究科は、わ
が国初の学部を基礎としない臨床心理士養成のための大
学院（独立研究科）であり、専門職大学院である。複雑かつ多
岐にわたる国民のこころの問題に即応できる、高度な臨床
心理士の養成を目指している。



2004年（平成16年）
 4月 ●国立大学法人鹿児島大学設置
  ●法科大学院設置
  ●就職支援室設置
  ●奄美サテライト教室開設
 5月 ●総合研究博物館常設展示室完成
 12月 ●東京リエゾンオフィス設置

2005年（平成17年）
 4月 ●法文学部に鹿児島大学初の女性学部長が就任
  ●稲盛経営技術アカデミー設置

（2008年4月改組　稲盛アカデミー）

 7月 ●「ISOを活用した教育システムの展開
－ユニバーサルアクセス時代への展望－」
（水産学部）が特色GPに採択

 10月 ●国際戦略本部設置
 12月 ●大学ブランド焼酎「春秋謳歌」、

「きばいやんせ」を発売

2006年（平成18年）
 4月 ●産学官連携推進機構設置
  ●寄附講座「焼酎学講座」設置
  ●水産学部にフィリピン大学ビサヤス校

リエゾンオフィス設置
 7月 ●「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育

－『地方の視点』から問題発見・解決と提言を
行う人材の育成－」（法文学部）が現代GPに採択

 8月 ●「鹿児島の中に世界をみる教養科目群の構築」
（教育センター）が特色GPに採択

 11月 ●かごしまルネッサンスアカデミー開講
  　（文部科学省科学技術振興調整費採択事業）
  ●シニア短期留学開講

2007年（平成19年）
 4月 ●大学院臨床心理学研究科設置
  ●医歯学総合研究科に

離島へき地医療人育成センター設置
  ●インフォメーションセンター開設
 5月 ●スタートダッシュ学資金創設
 7月 ●焼酎学講座研究棟「北辰蔵」開設
 11月 ●大学憲章制定

2008年（平成20年）
 2月 ●大学ブランド焼酎「天翔宙」を発売
 7月 ●ボランティア支援センター設置
 9月 ●「鹿児島の中に世界をみる教養科目群の構築」

（教育センター）が戦略GPに採択
  ●北米教育研究センター設置
 10月 ●「環境学プロジェクト」開始

2009年（平成21年）
 6月 ●医学部・歯学部附属病院新中央診療棟完成
 11月 ●創立60周年記念式典

　2006年4月に設置された焼酎学講座は、県内酒造メーカーと鹿児島県酒造組合連合
会（現・鹿児島県酒造組合）が4億5千万円、鹿児島県が5千万円を寄附した5年間の寄附講
座。500年にも及ぶ鹿児島の焼酎の歴史や文化、技術を「焼酎学」として体系化し、焼酎文
化と技術の伝統者、新技術開発のできる人材を育成することを目的とした、日本で唯一
の焼酎の教育・研究拠点である。
　教員には焼酎業界や研究機関などから、焼酎製造や醸造・発酵微生物学の専門家を
迎えた。研究棟「北辰蔵」は麹室や発酵室、蒸留機、実験室、研究室を備え、大学で焼酎づ
くりの基礎を学ぶことができる。学生たちは「焼酎製造学」と「醸造微生物学」の2つの研
究室に分かれ、研究課題に取り組んでいる。2008年度には初めての卒業生8名を送り出
し、うち5名は県内酒造メーカーに就職、残る3名は大学院へ進学して研究を続けている。

法人化以降、鹿大ブランドの商品が
次々と開発・販売された。

同センターは鹿大と地域社会を結ぶ大学情
報の発信と交流のための拠点として、2007
年に郡元キャンパス正門横にオープンした。

　2008年9月、工学部OBの稲盛和夫京セラ
（株）名誉会長の寄附金などを基に「稲盛ア
カデミー棟」が建設され、同年10月から講
義がスタートした。稲盛名誉会長は社会で
大切なものとして「実直で誠実な人間力」を
挙げており、その「人間力」を高めるための
倫理、哲学などの教育科目や経営哲学・経
営管理に関する教育を提供している。

　2007年11月、広く社会から支持・
支援される大学として鹿大の目指
すべき基本的目標等を明らかにす
るため、従来からの大学の基本理
念の核となる「鹿児島大学憲章」を
制定した。大学憲章は、前文で「地
域とともに社会の発展に貢献する
総合大学をめざす」ことを掲げ、教
育・研究・社会貢献・大学運営の4項
目から構成。教職員によるワークシ
ョップや学長諮問会議、経営協議会
等からの意見を基に作成した大学
憲章（案）を基に、大学ホームペー
ジ上などで学内教職員や一般市民
等を対象に意見を募集し、学内諸
会議での審議を経て制定した。

60

同アカデミーは2006年に開講。鹿大が県や民間
企業と連携して、鹿児島県の醸造や発酵を中心
とする食文化の創造と食産業の発展に寄与し、
地域の再生に貢献できる人材を育成している。
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の
充
実
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
達
の
多
く
は
、話
を
し
た
り
自

分
で
動
く
こ
と
に
困
難
が
あ
る
た
め
、

何
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
見
た

目
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が

あ
る
。そ
こ
で
、見
た
目
に
は
わ
か
ら
な

い
子
ど
も
の
内
面
を
体
の
生
理
的
な

重
度
重
複
障
害
児
や

学
習
障
害
児
の
支
援
に

取
り
組
む
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反
応
か
ら
と
ら
え
る
試
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
雲
井
准
教
授
が
注
目
す
る「
生
理
的

な
反
応
」は
心
拍
だ
。心
拍
は
、何
か
に

注
意
を
向
け
た
と
き
に
遅
く
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。心
拍
の
速
さ
を
調

べ
れ
ば
、子
ど
も
が
周
囲
の
働
き
か
け

を
積
極
的
に
受
け
止
め
て
い
る
か
ど
う

か
が
わ
か
る
。雲
井
准
教
授
は
重
度
重

複
障
害
児
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
う
授
業
の
中
で
、話
の
区
切
り
ご
と

に
、子
ど
も
の
名
前
を
呼
ん
で
か
ら
続

き
を
聞
か
せ
る
、と
い
う
実
験
を
行
っ

た
。何
度
か
繰
り
返
す
と
、名
前
を
呼

ば
れ
た
後
に
子
ど
も
の
心
拍
が
遅
く
な

る
と
い
う「
期
待
反
応
」が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
実
験
か
ら
、子
ど
も
が

名
前
が
呼
ば
れ
た
後
に
絵
本
の
続
き

が
始
ま
る
こ
と
を
理
解
し
、そ
れ
に
注

意
を
向
け
て
待
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。こ
れ
は『
は
い
』と『
い
い
え
』

を
選
択
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
同
じ
。こ
う
し

た
や
り
と
り
の
状
況
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
、言
葉
や
周
囲
の
状
況
を
認
知

す
る
力
、ひ
い
て
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
発
達
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
」と
雲
井
准
教
授
は
説
明
す
る
。

L
D

　
雲
井
准
教
授
は
、学
習
障
害
児
の

学
習
支
援
の
た
め
の
研
究
も
進
め
て

い
る
。学
習
障
害（
Ｌ
Ｄ
＝Learning 

D
isabilities

）は
、知
的
発
達
の
遅
れ
は

な
い
が
、「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」

「
計
算
す
る
」「
推
論
す
る
」の
基
本
的

な
学
習
能
力
を
の
う
ち
の
1
つ
、あ
る

い
は
複
数
の
能
力
の
習
得
・
使
用
が
著

し
く
困
難
な
状
態
を
指
す
発＊
達
障
害

の
一つ
で
る
。例
え
ば
、Ｌ
Ｄ
の
一つ
で
あ

る「
書
字
障
害
」で
は
、文
字
は
読
め
る

が
、文
字
を
書
く
と
左
右
が
逆
に
な
っ

た
り
、読
め
な
い
よ
う
な
文
字
し
か
書

け
な
か
っ
た
り
す
る
。子
ど
も
に
よ
っ
て

障
害
の
特
徴
が
異
な
る
た
め
、そ
れ
に

合
わ
せ
た
指
導
が
必
要
だ
。「
Ｌ
Ｄ
児
の

半
分
以
上
は
親
や
教
師
か
ら
努
力
が
足

り
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。特
定
の
科
目

で
の
つ
ま
づ
き
が
他
の
科
目
に
も
広
が

る
と
、学
習
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
、無
力

感
に
陥
る
。精
一
杯
や
っ
て
い
る
の
に
評

価
さ
れ
な
い
と
、傷
つ
く
こ
と
を
避
け
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。そ
う
考
え
る
と
、Ｌ
Ｄ
を
軽
い
障

害
と
は
言
え
な
い
ん
で
す
」と
雲
井
准

教
授
は
話
す
。雲
井
准
教
授
は
現
在
、

漢
字
の
読
み
書
き
に
障
害
が
あ
る
Ｌ
Ｄ

児
の
た
め
の
学
習
教
材
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。障
害
の
特
徴
を
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
、学
習
し
た
い
学
年
を
指
定

す
る
と
、そ
れ
に
合
っ
た
漢
字
の
問
題

が
出
題
さ
れ
る
ソ
フ
ト
を
開
発
中
だ
。

漢
字
の
画
に
特
定
の
音
を
あ
て
、そ
の

音
を
聞
い
て
漢
字
の
書
き
方
を
練
習
し

た
り
、ね
じ
れ
な
が
ら
回
転
す
る
漢
字

を
見
て
ど
の
漢
字
か
を
当
て
る
学
習
法

な
ど
も
あ
る
。

　
学
校
教
育
の
現
場
で
も
L
D
児
へ
の

支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。「
近
年
、

L
D
児
向
け
の
指
導
法
を
扱
っ
た
本
が

多
く
出
て
い
ま
す
が
、方
法
論
だ
け
が一

人
歩
き
し
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。学

習
障
害
の
子
ど
も
と
ど
の
よ
う
に
信
頼

関
係
を
築
く
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
と
教
師
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ

れ
ば
、子
ど
も
は
失
敗
を
怖
れ
ず
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、手
の
込
ん
だ
指
導
法

よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
も
あ
る
。

教
育
の
現
場
に
成
果
を
還
元
す
る
と
い

う
の
が
社
会
か
ら
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
雲
井
准
教
授
は
、土
曜
日
に
は「
土

曜
サ
ー
ク
ル
・ハ
ー
モ
ニ
ー
」の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

集
団
活
動
を
通
し
て「
う
ま
く
で
き
た
」

「
成
功
し
た
」と
い
う
気
持
ち
を
体
験

し
、子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
つ
け
さ
せ

る
の
が
ね
ら
い
だ
。雲
井
准
教
授
の
指

導
の
下
、研
究
室
の
学
生
た
ち
が
集
団

活
動
の
企
画
立
案
や
司
会
を
担
当
し
、

障
害
児
教
育
の
現
場
を
体
験
で
き
る
貴

重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　「
学
生
に
は
、子
ど
も
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
、子
ど

も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
を
を
学

ん
で
ほ
し
い
。『
○
年
生
な
ん
だ
か
ら
こ

れ
く
ら
い
で
き
な
き
ゃ
』で
は
な
く
、努

力
し
た
こ
と
は
認
め
て
あ
げ
て
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
が
大
事
。教
育
に
し
て

も
福
祉
に
し
て
も
、相
手
に
安
心
感
を

与
え
る
こ
と
を
前
提
に
成
り
立
つ
仕
事

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

で
す
ね
」

LD ADHD

｢聞く」｢話す」｢読む｣
｢書く」「計算する」
｢推論する」に著しい
困難を示す

4.5％

0.8％

｢不注意｣又は
｢多動性─衝動性」の
問題を著しく示す

｢対人関係やこだわり等｣の
問題を著しく示す

全体の6.3％

2002

2.5％



自
称「
ま
ち
歩
き
の
吟
遊
詩
人
」。

面
白
い
場
所
だ
け
を
案
内
し
ま
す
。
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　「
か
ご
し
ま
探
検
の
会
」で
は
、鹿
児

島
の
面
白
さ
・
価
値
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
と
、「
ま
ち
歩
き
」を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。自
称「
ま
ち
歩
き
の
吟

遊
詩
人
」。道
す
が
ら
に
あ
る
物
の
価
値

や
意
味
、蘊
蓄
を
参
加
者
に
語
り
な
が

ら
歩
き
ま
す
。地
域
に
関
心
を
持
つ
人

の
裾
野
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
か
ら
、僕
が
面
白
い
と
感
じ
た
と
こ

ろ
し
か
行
か
な
い
ん
で
す
。

　
ま
ち
歩
き
は
今
で
こ
そ
観
光
や
ま
ち

づ
く
り
の
手
段
の
一つ
で
す
が
、会
の
設

立
当
時
は
ま
ち
歩
き
な
ん
て
や
る
と
こ

ろ
は
鹿
児
島
で
は
う
ち
だ
け
。人
が
や

ら
な
い
こ
と
を
し
た
い
し
、そ
こ
に
に
面

白
さ
を
見
出
す
の
が
僕
た
ち
の
ス
タ
ン

ス
で
す
。先
日
は「
鹿
児
島
の
団
地
め
ぐ

り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ま
ち
歩
き
を
し
た

ん
で
す
よ
。

　
幅
広
い
世
代
に
地
域
の
面
白
さ
を
伝

え
よ
う
と
、「
世
間
遺
産
」の
活
動
も
し

て
い
ま
す
。「
世
間
遺
産
」で
は「
ど
こ
か

奥
深
く
、ど
こ
か

懐
か
し
く
、ど
こ
か

な
？
」と
い
う
条
件

を
満
た
し
た
も
の

を
僕
が
勝
手
に
認

定
し
ま
す
。文
化
財

に
は
登
録
さ
れ
な

く
て
も「
何
か
い
い
よ
ね
」と
感
じ
る
も

の
を
皆
で
共
有
し
て
、人
々
が
地
元
の

文
化
遺
産
や
古
い
物
語
に
興
味
を
持
ち
、

「
こ
れ
は
う
ち
の
宝
だ
」「
う
ち
の
面
白

い
と
こ
ろ
は
こ
こ
だ
」と
納
得
し
て
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。地
域
の
良
さ

を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
子
ど
も

の
と
き
か
ら
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
で

す
。小
学
生
の
頃
か
ら
歴
史
が
大
好
き

で
史
跡
め
ぐ
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、N
H
K
の
番
組「
か
ご
し
ま
歴

史
散
歩
」で
解
説
す
る
原
口
泉
先
生（
鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
）を
見
て
、「
外

国
で
も
県
外
で
も
な
く
、僕
ら
の
足
下

に
こ
ん
な
面
白
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」

と
衝
撃
を
受
け
て
。原
口
先
生
の
と
こ

ろ
で
勉
強
し
た
く
て「
大
学
は
鹿
大
」と

決
め
て
い
ま
し
た
ね
。た
だ
、高
校
時
代

に
史
跡
め
ぐ
り
や
バ
ン
ド
活
動
に
力
を

入
れ
す
ぎ
て
、3
浪
し
て
。法
文
学
部
志

望
だ
っ
た
の
で
す
が
、小
学
生
の
頃
か
ら

温
泉
好
き
だ
っ
た
し
、好
き
だ
っ
た
宮
沢

賢
治
が
地
質
学
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
地
質
学
も
い
い
な
」と
理
学
部
地
学

科
に
入
り
ま
し
た
。

　
入
学
後
は
か
え
っ
て
勉
強
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
。授
業
は
真
面
目

に
受
け
な
が
ら
、原
口
先
生
や
下
野
敏

見
先
生（
元
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教

授
）の
演
習
に
参
加
し
た
り
、先
生
方
の

行
く
と
こ
ろ
に
金
魚
の
フ
ン
の
よ
う
に

つ
い
て
回
っ
て
。指
導
教
官
の
大
木
公
彦

先
生（
鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館

館
長
）は「
宮
沢
賢
治
の
会
」を
主
宰
さ

れ
て
い
て
、僕
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
3
人
の
先

生
方
と
の
出
会
い
は
大
き
か
っ
た
。科
学

的
方
法
を
学
び
な
が
ら
、歴
史
や
民
俗

学
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く

勉
強
で
き
て
。地
質
が
生
活
に
及
ぼ
す

影
響
は
大
き
い
で
す
し
、鹿
児
島
と
火
山

や
温
泉
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
か
ら
。

　
大
学
時
代
は「
鹿
児
島
歴
史
民
俗
研

究
会
」を
立
ち
上
げ
て
史
跡
め
ぐ
り
も

や
り
ま
し
た
。で
も
、「
こ
の
名
前
で
は
女

の
子
に
モ
テ
な
い
。青
春
に
は
恋
愛
も
必

要
だ
」と
い
う
こ
と
で
、「
鹿
大
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
ヴ
ァ
ー
グ
」な
ど
と
名
前
を
変
え
て
文

学
や
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
語
り
合
う
と
い

う
こ
と
も
し
ま
し
た
。映
画
好
き
が
高

じ
て
ロ
ー
マ
の
チ
ネ
チ
ッ
タ
や
フ
ラ
ン
ス

の
ト＊
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
墓
に
も
行
っ
た
ん
で

す
よ
。僕
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
や
る

と
い
う
意
味
で
は
史
跡
め
ぐ
り
も
映
画

も
同
じ
。僕
の
中
で
島
津
斉
彬
と
ト
リ
ュ

フ
ォ
ー
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す（
笑
）。

　
若
い
と
得
を
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、

学
生
時
代
は
い
ろ
ん
な
大
人
と
接
し
た

ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。本
は
貸
し
て
く
れ

る
し
、飯
も
食
わ
せ
て
く
れ
る（
笑
）。大

学
で
は
先
生
方
が
毎
回
90
分
間
も
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
る
。若
者
は
そ
う
い
う
重

み
を
も
う
少
し
受
け
止
め
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

1 1932 1984
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寺田菜々海
3

vol. 10
Terada Nanami

　
寺
田
菜
々
海
さ
ん
は
平
成
20
年
11
月
か
ら
１
年
間
、第
4

代「
か＊1
ご
し
ま
親
善
大
使
」を
務
め
た
。高
校
生
の
と
き
、親

善
大
使
の
新
聞
記
事
を
見
た
父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が

親
善
大
使
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
だ
と
言
う
。「
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
。そ
の
夢
の
一
番
の

理
解
者
で
あ
る
父
に『
大
学
生
に
な
っ
た
ら
何
に
で
も
手
を

挙
げ
て
挑
戦
し
て
み
た
ら
？
』と
言
わ
れ
て
か
ら
、ず
っ
と
憧

れ
て
き
ま
し
た
」。審
査
を
経
て
見
事
、親
善
大
使
と
な
り
、

知
事
や
市
長
を
は
じ
め
観
光
関
係
者
と
と
も
に
、全
国
で
鹿

児
島
の
P
R
活
動
を
行
っ
て
き
た
。学
生

な
が
ら
出
張
で
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て

い
た
と
い
う
。「
田
舎
く
さ
く
て
も
い
い
か

ら
、親
し
み
や
す
い
親
善
大
使
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。学
生
生
活
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、様
々
な

土
地
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

　
寺
田
さ
ん
は
高
校
生
の
と
き
、人
文
学
科
の「
メ
デ
イ
ア
と

現
代
文
化
コ
ー
ス
」で
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
学
べ
る
と
知
り
、鹿

大
に
入
学
。2
年
次
か
ら
は
マ＊2ス
コ
ミ
論
を
受
講
し
て
い
る
。

今
年
は
午
前
に
高
校
野
球
の
取
材
を
行
い
、午
後
に
原
稿
を

書
く
と
い
う
記
者
さ
な
が
ら
の
実
習
に
も
取
り
組
ん
だ
。「
毎

週
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
み
。マ
ス
コ
ミ
で
働
く
方
々
と
お
話

し
す
る
機
会
も
あ
り
、業
界
の
大
変
な
面
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。新
聞
を
読
む
の
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、制
作

の
裏
側
、記
事
を
書
く
楽
し
さ
を
知
っ
て
か
ら
新
聞
を
読
む

の
が
面
白
い
ん
で
す
」

　
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
本
格
的
に
始
め
る
寺
田
さ
ん
。毎

週
、福
岡
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、テ
レ
ビ
局
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
も
し
て
い
る
。「
学
生
時
代
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組

め
て
、自
分
が
成
長
で
き
る
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。新
し
い
世

界
に
飛
び
込
ま
な
け
れ
ば
、人
と
の
出
会
い
も
な
か
っ
た
し
、い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
頂
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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埋
蔵
文
化
財
調
査
室
は
、鹿
児
島
大
学
の
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
、

桜
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
、唐
湊
学
生
寮
、農
学
部
附
属
入
来
牧
場
の
4

カ
所
に
眠
る
文
化
財
を
専
門
に
調
査
・
研
究
す
る
施
設
で
、昭
和
60

年
6
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
50
年
に
、教
養
部
校
舎
の
増
築

工
事
現
場
か
ら
土
器
片
を
発
見
し
た
鹿
大
生
が
大
学
側
に
文
化
財

の
保
護
を
求
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
野
部
に
あ
り
、弥
生
時
代
の
水
田
遺
構
、古
墳

時
代
の
住
居
跡
や
そ
こ
で
生
活
し
て
い
た
人
々
の
使
用
し
た
土
器
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。桜
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
や
唐
湊
学
生
寮
は
高
台
に
位
置

し
て
お
り
、火
山
灰
層
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、旧
石
器
時
代
か
ら
縄

文
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
や
遺
構
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。山

間
部
に
あ
る
入
来
牧
場
で
は
、縄
文
時
代
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
は
共
通
教
育
科
目
な
ど
の
講
義
を
通
し
て
、こ
う
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
遺
跡
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、総
合
研
究
博
物
館
常

設
展
示
室
に
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、一
般
の
人
々
も
発
掘
さ
れ
た
土
器
な

ど
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
調
査
室
の
主
な
業
務
と
し
て
、鹿
大
構
内
の
施
設
整
備
計
画
に
伴
う
発

掘
調
査
、試
掘
調
査
、立
会
調
査
、調
査
に
関
す
る
事
務
や
調
整
、出
土
品

の
整
理
作
業
と
管
理
、報
告
書
な
ど
の
作
成
・
発
行
が
あ
り
ま
す
。遺
跡
の

全
容
が
明
ら
か
に
な
る
調
査
終
盤
に
は
遺
跡
説
明
会
を
開
催

し
、調
査
結
果
を
一
般
に
公
開
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
発
掘
の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
、条

件
に
よ
っ
て
は
発
掘
体
験
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
後
は
、学
外
に
埋
蔵
文
化
財
の
重
要
性
を
P
R
し
て
理

解
を
求
め
る
と
と
も
に
、公
開
講
座
や
遺
跡
見
学
会
を
通
し

て
さ
ら
に
文
化
財
の
重
要
性
を
広
く
地
域
に
広
報
し
て
い
く

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

890-8580 1-21-24
TEL 099-285-7270 FAX 099-285-7271
E-mail maibun@kuas.kagoshima-u.ac.jp
URL http://maibun.knit.kagoshima-u.ac.jp/index.htmlURL http://maibun.knit.kagoshima-u.ac.jp/index.html
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